




































































性  名、年齢：2-55 歳、勤続年数：-5 年）から回
答を得た。
　手続き　200 年 0 月に、１つの幼稚園の教諭を対
象に実施した。調査にあたり、「子どもの社会性の育成
と社会的スキル教育」について簡単な説明を提示し、そ
の後、調査への協力を求めた。
　調査内容　
（1）子どもたちへの教育　調査用紙に「幼稚園で社会的
スキル教育を実施するとします。その際、どんな社会的
保護者との関係の中で求められる幼稚園教諭の社会的スキル
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保護者との関係の中で求められる幼稚園教諭の社会的スキル
7
スキルをとりあげたいと思いますか。取り上げたいと思
うものの番号に、いくつでもいいですから○をしてくだ
い。その他にもあれば、具体的にお書きください。」と
いう教示文に続き、 のスキル（中台・金山・斉藤・新見、
200）を列記した。また、「その他」用の自由記述欄を
設けた。
（2）教諭への教育　調査用紙に「先生方が社会的スキル
教育を受けるとしたら、どんなことを学びたいですか？
特に、保護者との関係の中で学びたいと思うものの番号
に、いくつでもいいので○をしてください。その他にも
あれば、自由に書いてください。」という教示文に続き、
６のスキル（相川・藤田、2005 を参考に作成）を列記
した。また、「その他」用の自由記述欄を設けた。
結果と考察
子どもたちへの教育で取り上げたいスキル
　表１には各項目の選択人数、割合（選択人数／回答者
数）、順位を示した。①「上手に挨拶をする」、⑪「自分
の意見や考えをはっきりと伝える」が同率  位であった。
続いて③「上手に相手の話を聞く」、⑤「遊びなどの仲
間に入れてもらう」が３位であった。集団行動や仲間関
係、コミュニケーションの基本である挨拶が上位になる
のは、基本的生活習慣やコミュニケーション能力の基礎
を築く幼児期には求められるスキルと考えられる。また、
自分の意見を伝えたり、話を聞く、仲間に入れてもらう
などは、幼児の活動の中心である遊びをスムーズに行う
ためには必要な基礎スキルと考えられた。
　反対に、順位の低いものとしては、④「上手に質問す
る」、⑩「自分にとって嫌なことや出来ないことを上手
に断る」が挙げられていた。これらのスキルは、スキル
教育の中でも年長（小学校高学年以降）の子どもたちに
実践することが多いものである。幼児を対象に教育・訓
練するには、その他の基礎的なスキルを体得してからと
いう順序性を教諭が理解していると考えられる。
　その他の自由記述では、「“上手に”や“はっきり”と
出来なくても、そうしたい、そうしようと思う気持ちを
持てるようになれれば」や「各場面で必要な言葉のやり
とり。知らずにすぎている子がいるので、まずは体験さ
せたい。」や「積極的にやろうとする姿を身につける」
などの意見が述べられていた。高度なスキルも幼児期に
全く不必要であるわけでなく、体験させることが重要で
あると考えていることが推測できる。本来、日常生活の
中で徐々に身につけていくスキルであるが故に、このよ
うな意見が出たと考えられる。
表１．子どもたちへの社会的スキル教育で取り上げたいスキル
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75
教諭への教育で取り上げたいスキル
　表２には各項目の選択人数、割合（選択人数／回答
者数）、順位を示した。②「表情やしぐさで相手の思っ
ていることがわかる」、⑤「相手の立場を考えて行動す
る」、⑥「表情を豊かにする」が同率１位であった。②
は個人が相手の意思を受け取るために行う decoding（解
読）で、⑥は個人が相手に自らの意思を伝えるために行
う encoding（記号化）であり、どちらもコミュニケーショ
ン過程の１つと考えられる。更に、“表情”という非言
語的情報を利用しており、言葉だけでなく言葉に付属さ
れる情報の操作が重要と考えているようだ。⑤は、対人
場面で関係を維持していくために実際に必要なスキルと
考えられる。今回の教示では“保護者との関係の中で”
としているため、保護者が子どもをどのように見ている
のか、どのような思いを抱いているのか、といった相手
の気持ちに配慮することが求められている。対人場面で
はとても高度なスキルであるが重要なものである。保護
者との対話が必要とされる場面には、懇談や面談などで
園での様子を伝えるという仕事がある。子どもは家庭内
で見せる行動・態度とは異なる様相を園では見せること
がしばしばある。保護者が見ている・考えている子ども
像と大きく異なる場合、保護者はそれを受け入れられな
いこともあるのではないか。そのような時にこそ、相手
の立場を考えて行動するスキルが求められる。単に園で
の様子を保護者に伝えれば終わり、というものではなく、
表現を柔らかくしたり、保護者の動揺をくみ取った対応、
協力体制を見せることも必要だと考える。
　その他の自由記述では、「我慢することも大切」や「自
分の思いを上手く伝える」や「子どもの姿など色々な話
がしやすいような雰囲気を身につける」といった意見も
出た。相手の様子を見ながらも、教諭として伝えなけれ
ばいけないことはタイミングをはかって上手く伝えるこ
とも求められている。そして、“雰囲気を身につける”
といった経験や人柄が表れるようなことも必要とされて
いる。
　そのような高度なスキルが現場では求められていると
いう結果をもとに、今後は適したスキル教育・訓練のプ
ログラムの開発に取り組みたいと考える。
　本調査は、回答者数の少なさ、 ヶ所の園での実施と
いう点で、幼稚園全体の意見とは言い難い。しかし、今
後も更にデータを追加し、多くの園に共通するものが見
いだせれば、幼稚園現場に社会的スキル教育を導入して
いく際の貴重な資料となると確信する。
表２．教諭自身への社会的スキル教育で取り上げてほしいスキル
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